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大
学
院
経
済
学
研
究
科

「
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
１１
月
８
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
日
本
農
業
の
行
方
」
と
題

し
て
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
約
６０
人
を
前
に
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

原
田
博
夫
研
究
科
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
矢
吹
満
男
教

授
が
「
現
在
大
詰
め
を
迎
え

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
と

並
行
し
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
『
戦
後
農
政
の
総
決
算
』

と
も
い
う
べ
き
農
政
改
革
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
政
改
革
の

日
本
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て
議
論
し
た
い
」
と
開
会
の

趣
旨
を
説
明
し
た
。

鈴
木
宣
弘
東
京
大
学
農
学

生
命
科
学
研
究
科
教
授
が
、

３６
㌻
に
及
ぶ
膨
大
な
レ
ジ
ュ

メ
に
基
づ
い
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
の
野
部
公
一
教
授
が

「
ロ
シ
ア
は
１
９
９
０
年
代

初
頭
、
新
自
由
主
義
的
政
策

に
の
っ
と
っ
て
農
業
保
護
を

撤
廃
し
た
た
め
輸
入
品
が
増

え
、
農
業
関
連
産
業
が
大
き

な
打
撃
を
被
っ
た
。
と
こ
ろ

が
９８
年
の
デ
フ
ォ
ル
ト
に
よ

る
ル
ー
ブ
ル
の
切
り
下
げ
で

輸
入
品
価
格
が
３
倍
と
な

り
、
こ
れ
が
予
期
せ
ぬ
保
護

策
と
な
り
農
業
生
産
が
改
革

前
の
水
準
ま
で
回
復
し
た
」

と
農
業
保
護
の
メ
リ
ッ
ト
を

指
摘
し
た
。
さ
ら
に
開
拓
可

能
の
農
地
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
本
当
に
余
裕
が

あ
る
の
か
ど
う
か
食
糧
安
全

保
障
の
問
題
を
提
起
し
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
永
江

雅
和
教
授
は
「
一
見
ブ
ロ
ッ

ク
経
済
と
大
差
な
く
見
え
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
な
ぜ
日
本
は
前
の

め
り
に
進
め
よ
う
と
す
る
の

か
」
「
米
・
欧
の
農
業
保
護

政
策
に
な
ぜ
学
べ
な
い
の
か

？
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
論
の
背

景
に
は
日
本
農
業
の
現
状
に

対
す
る
批
判
が
内
在
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
「
消
費

者
の
啓
蒙
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
層
に
ま
で
〝
高
く
て

も
良
い
も
の
を
〟
と
言
う
の

は
限
界
が
あ
る
」
「
農
地
保

有
を
含
め
て
国
内
農
業
が
一

種
の
世
襲
制
に
陥
っ
て
お

り
、
都
市
生
活
者
と
の
対
立

の
構
造
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
「
中
国
と
の
関
係
を
悪

化
さ
せ
て
き
た
ツ
ケ
に
よ
っ

て
、
米
国
に
対
す
る
交
渉
力

を
低
下
さ
せ
て
い
る
部
分
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど

問
題
提
起
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
」
「
地
方

創
生
と
い
う
が
今
年
の
米
価

の
下
落
で
農
家
は
大
変
だ
」

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

「
日
本
の
未
来
を
救
え
る

か
否
か
は
女
性
に
か
か
っ
て

い
る
」
と
の
鈴
木
教
授
の
指

摘
に
対
し
て
、
あ
る
中
学
校

が
秋
田
県
の
農
家
と
提
携

し
、
農
業
体
験
を
通
し
て
国

産
の
米
作
り
を
支
援
し
て
い

る
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

（
大
学
院
経
済
学
研
究
科
）

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

認
知
の
基
盤
と
そ

の
進
化
を
探
る
―F

a
c
e

a

n
d

c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
:
C

o
g
n
i
t
i
v
e

b
a
s
i
s

a
n
d

i
t
s

e
v
o
l
u
t
i
o
n

―
」

が
１１
月
８
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

近
年
、
心
理
学
分
野
で
盛
ん

に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

「
顔
の
認
知
情
報
の
処
理
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
内
外
の
著

名
な
研
究
者
３
人
を
招
い
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
に

先
立
ち
、
本
セ
ン
タ
ー
研
究

員
で
あ
る
人
間
科
学
部
の
大

久
保
街
亜
教
授
に
よ
る
「
顔

情
報
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
の
研
究
報
告
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、2

A
I

L
a
b
s

共
同
代
表
で
あ
る
マ
ー
ク
・

チ
ャ
ン
ギ
ー
ジ
ー
氏
に
よ

り
、
「T

h
e

s
e
l
f
- v
i
s
i
b

l
e

f
a
c
e

―
顔
に
自
ず
と

表
れ
る
―
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、

進
化
心
理
学
と
動
物
生
態
学

の
双
方
を
交
え
た
観
点
か

ら
、
視
覚
情
報
が
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
た
。

オ
ス
ロ
大
学
教
授
で
あ
る

ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
エ
ン
氏
は

「T
h
e
s
e
l
f- l

o
v
i
n
g
f

a
c
e

―
自
分
に
似
た
顔
を
好

む

パ
ー
ト
ナ
ー
選
択
と
顔

の
好
み
―
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
人
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を

選
択
す
る
際
、
自
身
と
あ
る

程
度
似
た
顔
を
好
む
と
い
う

実
験
結
果
を
報
告
し
た
。
名

古
屋
工
業
大
学
准
教
授
で
あ

る
小
田
亮
氏
は
「T

h
e

s
e

l
f
- s
a
c
r
i
f
i
c
i
n
g

f
a
c

e

―
利
他
性
と
顔
―
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
利
他
的
な

行
動
を
と
る
人
の
顔
が
ど
の

よ
う
に
認
知
さ
れ
る
か
に
つ

い
て
、
進
化
心
理
学
的
な
観

点
か
ら
講
演
を
行
っ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

来
場
者
は
１
０
０
人
を
超

え
、
熱
心
に
聴
講
す
る
様
子

が
見
ら
れ
た
。
熱
の
こ
も
っ

た
講
演
を
受
け
、
フ
リ
ー
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
だ

け
で
な
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

終
了
後
に
も
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
盛
況
だ
っ

た
。

（
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
に
向
け
て
―
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
考
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
―
」
（
ス
ポ
ー
ツ
研
究

所
∥
所
長
・
佐
藤
雅
幸
経
済

学
部
教
授
∥
主
催
）
が
１１
月

４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
た
。
ア
テ
ネ
、北
京
、

ロ
ン
ド
ン
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
３
大
会
に
連
続
出
場
し
た

走
り
幅
跳
び
の
佐
藤
真
海
選

手
（
サ
ン
ト
リ
ー
）
、
ス
ポ

ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
す
る
ソ

ニ
ー
の
商
品
企
画
・
開
発
に

携
わ
る
水
梨
利
雅
氏
、
中
西

吉
洋
氏
を
迎
え
、
専
大
生
ら

約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
企
業

の
技
術
開
発
の
道
の
り
と
今

後
の
展
望
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
か

か
わ
り
な
ど
に
集
中
し
て
議

論
が
展
開
さ
れ
た
。

専
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
部
前

編
集
長
の
湯
澤
時
生
さ
ん

（
人
間
科
学
３
）
に
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
と
感
想
を

寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

第
１
部
で
は
、
水
梨
、
中

西
両
氏
が
、
同
社
が
開
発
し

た
「
ス
マ
ー
ト
テ
ニ
ス
セ
ン

サ
ー
」
を
中
心
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
ソ
ニ
ー
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
グ
リ
ッ

プ
部
分
に
装
着
し
打
っ
た
球

の
球
速
や
回
転
、
ラ
ケ
ッ
ト

の
向
き
な
ど
を
計
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
商
品
で
、
中
西

氏
は
実
演
し
て
み
せ
る
と
と

も
に
開
発
の
道
の
り
、
今
後

の
展
開
な
ど
を
語
っ
た
。

第
２
部
で
は
、
ソ
ニ
ー
の

２
氏
に
加
え
、
佐
藤
真
海
さ

ん
、
佐
藤
雅
幸
所
長
、
富
川

理
充
商
学
部
准
教
授
が
参
加

し
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
考

え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
た
。
進
行
は
久

木
留
毅
文
学
部
教
授
。

佐
藤
真
海
さ
ん
か
ら
は
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ら
で
は

の
苦
悩
や
悩
み
が
語
ら
れ
、

そ
れ
を
周
囲
が
ど
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
か
な
ど
の
ト
ー
ク
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
文
部
科
学
省
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
厚
生
労
働
省
と

所
管
が
分
か
れ
て
い
た
が
、

統
合
し
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設

さ
れ
る
見
通
し
で
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
そ
れ
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
技
術
支
援
面
で

は
、
ま
だ
海
外
と
の
差
は
大

き
い
。「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

特
に
道
具
が
欠
か
せ
な
い
」

と
佐
藤
真
海
さ
ん
は
話
す
。

ソ
ニ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

企
業
の
技
術
支
援
が
６
年
後

の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成
功
の

カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

（
湯
澤
時
生
）

▲ 聴衆に語りかけるラエン氏

心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

顔
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に

問題提起と議論 活発に

～ＴＰＰと日本農業の行方めぐり～

�

基
調
講
演
を
行
っ
た

東
大
の
鈴
木
教
授

�

基
調
講
演
を
行
っ
た
チ
ャ
ン
ギ
ー
ジ
ー
氏

パラリンピック走り幅跳び３大会連続出場

佐藤真海選手ら招きスポーツシンポ

企
業
の
技
術
支
援
が
カ
ギ

▲ パネルディスカッションでは参加者も交え、活発な議論が行われた

�

左
か
ら
水
梨
利
雅
氏
、
佐
藤
真
海

さ
ん
、
佐
藤
雅
幸
所
長

�

ス
マ
ー
ト
テ
ニ
ス
セ
ン
サ
ー
を

披
露
す
る
中
西
吉
洋
氏
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